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テ見ルゾ （四河入海・巻 8ノ 4・49ウ）
b.　細雨ノ時分ニシゴトハナシ，菜園ナンドヲツクリテヲルゾ（同・巻 6ノ 1・34ウ）
（4）a.　ナニセウゾ，不遇ヲクイ／＼ト愁テノ用ハゾ。サウ愁イヲラバ白髪ガ生ズベキゾ
 （四河入海・巻 8ノ 2・38オ）
b.　水旱チヤツ／＼ト変ジヲル程ニ，舟車ヲモエコシラヘイデカアラウズラウト云ゾ




















































































Abstract: In historical research on grammar, technical terms have been selected with meticulous 
care. Just as research on grammaticalization has flourished recently, historical research must also 
continue to develop in conjunction with the study of styles, social classes and dialects, so that it 
can describe the entire “story” of the the Japanese language, tracing every tributary stream.
独創・発展型共同研究プロジェクト「日本語文法の歴史的研究」
プロジェクトリーダー　青木博史
（九州大学 大学院人文科学研究院 准教授／国立国語研究所 時空間変異研究系 客員准教授）
プロジェクトの概要
本プロジェクトは，古典文献に基づいた実証的な方法論に加え，現代語の理論研究や方言
データも視野に入れ，幅広い視点から日本語文法の歴史的研究を行うものである。一時代に
おける共時的な観察・記述にとどまることなく，現代（方言も含む）までを視座に収めなが
ら歴史変化をダイナミックに描くことを目的としている。個々のプロジェクトメンバーが扱
うテーマは多岐に亘るが，どのような記述が歴史変化を「説明」するものとして必要十分で
あるかという問題意識を共有し，自覚的に取り組んでいる。
